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学位論文題目 近代的経営管理論の批判的研究一経営組織における正当性を中心
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(副査)
教授中村宣一朗 助教授阿部武司

論文内容の要旨

本稿は，いわゆる近代的経営管理論が実践原理として応用され続けるときには，不平等感が蔓延し，

こうした感情が引き金となって，産業社会がアノミー化する恐れがある，という現状認識に立ち，その

打開策として経営に「正当性J の感覚が創発しそれが維持されるような討議のルールと，このルール

を補強するために必要な構造条件が導入されるべきであるということを提唱するものであるO ここに言

う正当性の感覚とは協働他者への平等な配慮のことであり，換言すれば，他者の立場に立って思考し

ようとする努力のことである。

論文審査の結果の要旨

本論文は，自由で平等な諸個人による合理的な協働，すなわち「経営 BetriebJ の視点から，近代的

経営管理論をそれが依って立つ認識論にまで遡って批判的に検討し，法理学でいう「正当性 justiceJ

の理念のもとに理論の再構築を図るものであるO 発想の斬新さと理論展開の堅実さに鑑み，博士論文と

しての価値を認定するo
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